




























































































６　宋吉慶は、1953 年、黒龍江省東寧県生まれ。1971 年から 84 年、東寧県東寧映画館で働く。84
年から 87 年、黒龍江広播電視大学で学ぶ。87 年から 96 年、東寧映画館の副支配人、支配人をつ
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ものです。


























































































　1945 年 8 月 1 日、大沢雄吉さんは東寧県石門子憲兵分遣隊から吉林省の琿春憲兵隊へ
異動している。8月 15 日昭和天皇が降服を宣言し、8月 18 日には琿春でソ連軍に捕らえ
られた。武装解除の後、朝鮮の富寧に移送された。このなかで彼は歩兵を装い脱走しよう
としたが、発覚して捕まえられ、八路軍に引き渡された。吉林省の敦化では土木工事の手


























































































　『戦争罪責』における分析では、父が亡くなって 7年後の 1993 年、倉橋さんが書いた第
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　倉橋さんは、「時の流れとはほんとうに無情です。もし前回彼女たちにお会いして、父
の謝罪を伝えることができなければ、もう間に合わなかったのですね」と述べた。
　帰国後、倉橋さんはすぐに中国の旅についてまとめた文章を含めて、新しい作品『永い
影』（倉橋　2005）を出版した。本が出版されるとすぐわたしのもとに届いたが、その手
紙の中には、「日本の小泉首相はいまだに靖国神社参拝を続けており、まったく反省の様
子はありません。きっと中国の人びとの怒りをかうことでしょう。わたしはいたたまれな
い気持ちです」とあった。
　わたしたちは、日本政府も、大沢雄吉さんや倉橋綾子さんの父娘のように、歴史を正し
く見つめ、被害国の人びとに与えた多くの被害を認め、深く反省謝罪して、これ以上被害
国の人びとの感情を傷つけるようなことがないことを心から願っている。ドイツのように、
世界中の平和を愛する人びとの理解を勝ち取るよう、わたしたちが永久に平和という太陽
の恩恵を受け、中日両国の何代もにわたる虹の架け橋となれるよう願っている。
謝辞・注記
　本文を担当する宋吉慶の記述と、文中での登場人物である倉橋綾子さんご自身が書かれ
た記録と若干ニュアンスが異なる場合がある。上段までの本文自体は宋吉慶の執筆によっ
ているが、翻訳の段階で比較的詳細に異同にかんする訳注を入れている（その目的につい
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